
 

《本日の例会》 
 
 
  
 
 

進 行 梅村孝雄 ＳＡＡ 

点 鐘 午後 12 時 30 分 岡崎正六 会長 

国 歌 君が代 

ソング 奉仕の理想 

お客様 埼玉県 NPO活動推進課 
            田村 豊 主管 
〔会長挨拶〕      岡崎正六 会長 

 
皆さん今日は。３月は識字率向上月間です。ぜ

ひ、識字率向上に対する理解を深めてください。 
年々多くなる中国大陸からの黄砂が日本を覆い尽

くし、所によっては視界もさえぎられ健康も懸念

されております。一説によると汚染が蔓延し近い

将来揚子江は世界一のどぶ川になるとも言われて

おります。益々飲料水が心配です。早く目覚めて

戴きたいものです。 
本日のお客様の紹介を致します。埼玉県 NPO活
動推進課田村 豊主管様、交換留学生 ポール・

C・キスリング君です。田村様には後ほど卓話を
お願い致します。 

 
理事会承認事項の報告を致します。 

1、 地区役員選任  
髙橋福八会員パストガバナー地区諮問委員  

   加藤玄静会員ガバナーノミニー 
茂木 正会員 国際親善委員長 
地区役員未選任 地区副幹事、ONTU委員長の
２名です。早急に選任の協力のお願い。  

2、退会者２名 町田国彦会員、金沢喜作会員、業
務多忙のため６月３０日を以て退会承認。 

3、創立４５周年記念例会最終案承認。 
4、春の移動例会計画案審議。 
5、地区大会の件、参加人員、パネル展示、バス手
配等承認。 

 
〔幹事報告〕    矢島淳一 幹事 

 
皆様、こんにちは。幹事報告を申し上げます。 
はじめに、正面のテーブルの上にガバナー月信が

置いてありますが、須永会員、関口会員が新入会

員として掲載されていますのでご覧になってくだ

さい。地区大会にパネル展示を行います。こんな

ものとおもわれるのがありましたら幹事までお申

し付けください。学友会ニュース、ロータリアン、

卓話講師派遣案内が（株）総合教育コンサルティ

ングより、「友」インターネット速報 325 号が届
いています。「友」インターネット速報では、お

隣の韓国での新大統領にロータリアンのイ・ミョ

ンバク氏が選出されたことが掲載されています。

回覧いたしますのでご覧になってください。以上

で本日の幹事報告を終わります。ありがとうござ

いました。 

 
識字率向上月間 

 
卓 話 
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 三月の誕生祝い・結婚祝い 
親睦委員会    中島高夫 委員長 

 
3月誕生祝い 

 
 石原 修 会員   田中 克 会員 
 福島 修 会員   井河久昇 会員 
 南 正 会員   岩渕富男 会員 
 横尾セツ 会員     
 
3月結婚祝い 

 
南 正 会員   髙橋福八 会員 
梅村孝雄 会員   狩野輝昭 会員 
小此木利明 会員  竹並紀松 会員 
井河久昇 会員   茂木 正 会員 
下山正男 会員   五十嵐敦子 会員 
温井一英 会員   金井澄雄 会員 
八木茂幸 会員   野村正行 会員 
 
 
 
 
 
 
 

交換留学生 ポール・C・キスリング君 

 

 
〔地区報告〕 
ペッツについて 金子 弘 会長エレクト 

 
みなさん今日は、第一例会の忙しい時間割の中

発表させていただきありがとうございます。2月
23日、東松山で 13時より 17時までペッツに出席
してまいりました。講師には、鈴木パストガバナ

ー、 
石川ガバナー、真下ガバナーエレクト、加藤ガバ

ナーノミニー、以上四氏の方々から卓話をいただ

き勉強してまいりました。私の年度方針は、2月
26日第 3回の役員理事会において発表させていた
だきました。あと四ヵ月助走区間をうまく活用し

ながら活動していきたいと思います。各メンバー

の方々のご協力お願いします。 
 
 
 
 
 



〔委員会報告〕 
45周年実行委員会について 

武井包光 実行委員長 

 
３／２７に４５周年の記念式典を開催いたしま

す。多くのご来賓の方々がおみえになります。９

０数名の参加で返事を頂いていますが、できるだ

け参加をお願いいたします。加藤ガバナーノミニ

ーを輩出する事もご理解いただき、勢いをもって

実施したいと思います。 
 
アイバンク委員会 春山茂之会員 

 
先日亡くなられた高柳先生の御尊父様からの献眼

のお話があり、手配をいたしました。でも残念な

がら活用ができませんでした。深谷の件でも同様

なことがありました。埼玉県で２０名の提供者が

ありましたが、内６名が活用できなかったとのこ

とです。アイバンクのことについて、静岡県のラ

イオンズクラブの篠山会長の話が今朝ラジオで放

送され、また明日も放送されます。 
 

〔卓 話〕 
埼玉県 NPO活動推進課  

田村 豊主管 

 
 

１、 ＮＰＯとは 
埼玉県では、特定非営利活動促進法に基づいて

認証された NPO法人と、任意団体（市民活動団体、
ボランティア団体）の２つを NPOとして定義して
います。 

NPOを英語で言うと、Non－Profit Organization
（民間の非営利組織）という。「Non」というの
は、ゼロとか、全くない、というイメージを持つ

が、「全く利益を上げてはいけない、お金をとっ

てもいけない」ということではない。ＮＰＯは利

益を構成員で分配してはいけないというだけであ

って、決して利益をあげてはいけないということ

ではない。むしろ良いＮＰＯほど利益をあげ事業

を拡大しています。 
 
２、埼玉県のＮＰＯ活動の実態 
埼玉県内のＮＰＯ法人の活動分野（１７分野）

は、「保健・医療・福祉の増進を図る活動」が最

も多く、また、主な活動地域が１つの市町村ある

いは複数の市町村にまたがる区域内など、地域密

着で活動している法人が多数を占めています。 
また、１年間の支出が１００万円未満の団体が

半数を占めるなど、財政規模が小さく、団体の専

用事務所をもっている団体は少なく、さらにスタ

ッフも無給で週３日以下の勤務というところが半

数です。ＮＰＯ活動参加者は女性が男性よりやや

多く、年代別では５０歳代以上で６割を占めてい

ます。 
 
３、ＮＰＯ活動への支援 
県内では、環境保全、福祉、まちづくりなど

様々な分野でＮＰＯが活動しています。ＮＰＯが

地域で行っているイベントなどにボランティアで

参加したり、ＮＰＯが行う事業を共催したり、

様々な形でＮＰＯ活動を支援することができます。

また、労力的な支援まではできないという方には、

埼玉県ＮＰＯ基金に寄附していただくことによっ

て税法上の優遇措置（法人であれば全額損金算入、

個人であれば所得税、地方税の一定額の所得控

除）も受けながら、特定の団体に資金援助する方

法もあります。 
様々な形で支援の輪が広がることでさらに多く

のＮＰＯ活動が活発になり、そのことが生き生き

とした活気ある地域づくりに役だっていくものと

考えています。 
 

  
 



〔ニコニコＢＯＸ〕 
 田村 豊 様 
「本日はおまねきいただき、ありがとうございま

す。」 
 
加藤玄靜 会員 
「黒岩会員、体に十分注意してください。」 
 
髙橋福八 会員 
「３月５日、４６回目の結婚記念日でした。」 
 
渋谷修身 会員 
「早退します。」 
 
高柳育行 会員 
「先日の父の葬儀ではお世話になりました。お礼

を申し上げなくてはいけないのですが、県歯代議

員会のため早退いたします。」 
 
戸谷清一 会員 
「ケーブルテレビは街づくり。いよいよ３月１７･

１８･１９日と３日間、市議会の生中継があります。

よろしくお願い申し上げます。」 
 
飯塚明男 会員 
「スギ花粉症の季節です。早目の治療を。」 
 
「埼玉県 NPO活動推進課田村 豊主管 本日の卓
話宜しくお願いします。」 
 
岡崎正六 矢島淳一 坂本雄一 三宅健吉 
戸谷 丈 浅香 匡 下山正男 横尾 巧 
佐藤賀則 坂本優蔵 橋本恒男 武井包光 
内野昭八郎 金子 弘 田中 克 澁澤健司 
五十嵐敦子 梅村孝雄 松原幹男 中島高夫 
井河久昇 今泉憲治 野村正行 山田喜一 
春山茂之 竹並栄一郎 萩原達夫 巴 高志 
茂木 聡 井下 典 狩野輝昭 町田国彦 
古瀬末雄 関口礼子 金井直樹 福島文江 
立石秀寿 杉山淑子 石原輝弥 中村 孝 
  
本日投入金額合計 48､000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出席率 
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